
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
                                                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  秦野曽屋高校では、毎年多くの生徒が夏休みを利用した福祉体験学習に参加しています。 

平成24年度には、86名の生徒が老人ホームや保育園、ホスピスなどで活動しました。 

様々な人とふれあい、自分自身の生き方を見つけていこうとしています。また、自分たち 

を育んでくれる、毎日の生活の場でもある地域への理解を深める学習機会としても積極的     

に関わっています。また、地域連携・ボランティアによって、４年連続で教育委員会表彰 

を受賞しました。以下、福祉ボランティアに3年間参加した生徒の作文を紹介します。 
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http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f300249/ 

「かながわ 高校生チャレンジボランティア」という言葉には、どんな小さなことでもいいから、社会に貢献することに

チャレンジしてみようという思いが込められています。 まず、自分ができる、ちょっとした活動から始めてみましょう。 

携帯電話向けサイト 

かながわ 高校生チャレンジボランティア 

神奈川県教育委員会教育局指導部 

高校教育企画課高校教育事業グループ 

横浜市中区日本大通33 〒231-8509  電話(045)210-8254 

神奈川県 

わわがが校校のの地地域域貢貢献献活活動動・・ボボラランンテティィアア活活動動  第第１１１１回回  

ささままざざままなな福福祉祉体体験験学学習習にに取取りり組組んんででいいまますす！！    県県立立秦秦野野曽曽屋屋高高校校 

地地地域域域ボボボララランンンテテティィィアアアエエエアアアポポポーーートトト   

・横浜市市民活動支援センター              ・横浜市青少年交流センター（ふりーふらっと野毛山） ・かわさき市民活動センター 

・さがみはら市民活動サポートセンター    ・横須賀市立市民活動サポートセンター               ・ひらつか市民活動センター 

・鎌倉市市民活動センター(NPOセンター鎌倉) ・藤沢市市民活動推進センター                       ・おだわら市民活動サポートセンター 

・ちがさき市民活動サポートセンター      ・逗子文化プラザ市民交流センター                   ・秦野市市民活動サポートセンター 

・厚木市市民活動サポート室               ・大和市民活動センター                             ・いせはら市民活動サポートセンター 

・えびな市民活動センター・交流館     ・座間市民活動サポートセンター            ・市民活動センターあやせ 

・にのみや町民活動サポートセンター        ・あいかわ町民活動サポートセンター 

詳細はこちら→http://www.planet.pref.kanagawa.jp/sien/volunteer_airport.htm 

ボランティア活動にチャレンジしたいけれど、どうしたらよいのか迷っている高校生やその保護者・教職員の皆さん！ 
ぜひ「地域ボランティアエアポート」をご利用ください。  

♪ 高校生の皆さんへ ♪ 

あなたの高校で取り組んでいるボラン

ティア活動の紹介や、実際にボランテ

ィアを体験した感想などを、記事にし

てみませんか？ 

先生を通して、下記の連絡先まで申し

込んでください。 

 
地域で高校生がボランティア活動をするのを支援する拠点です。 
ボランティア活動の情報提供や、相談を受け付けています。  

高高校校生生ボボラランンテティィアアセセンンタターー（（愛愛称称““ffrriieennddss””））のの活活動動ににつついいてて  
県内の高校生が集まるボランティア活動の拠点「高校

生ボランティアセンター」（県生涯学習情報センター内

に設置）では、毎年、高校生の企画によるボランティア

活動を実施しています。昨年度は高校生スタッフが２グ

ループ（環境、青少年）に分かれて企画し、県内の高校

生にも参加を呼びかけてボランティア活動を実施しまし

た。 
詳細はこちら→http://www.planet.pref.kanagawa.jp/k_vol/k_vol_top.htm 

今年度は 25校 34名の高校生スタ

ッフが２グループ（環境、福祉）に分か

れてボランティア活動を行う予定です。

興味のある方は、下記の HPにアクセ

スしてください！ 

 

３年間同じ場所での体験を終えて 

今回、私は学童ホームで５日間体験学習をさせていただきました。１年生の時から同じ学童ホームで

体験学習をさせていただき、今年が最後になるので良い学びができるようにのぞみました。 

私はなるべく多くの子どもと関わるという目標を立て、子どもたちと遊んでいても喧嘩していない

か、危険な事をしてないか、周りを見て注意したりしていました。本の読み聞かせの時には、子どもた

ちが楽しんで聞いてくれるように、声色を変えたりしながら工夫しました。 

私はこの５日間、またこの３年間、同じ学童ホームで体験学習をして、子供の心身の成長がとても早

いことを学びました。３年間見た子どもたちを振り返ると、本当に色々な考えを持つようになり、去年

見た子がたった１年で大きくなっていて、驚きの中で嬉しさも込みあげてきました。先生方も私の３年

間の成長を言葉にしてくださって、感謝の気持ちでいっぱいです。この体験を生かし今後より多くの子

ども達が笑顔になれるための手助けができる人になりたいです。３年間ありがとうございました。 

（秦野曽屋高校 平成24年度卒業生 遠藤萌子） 

学童ホームでの絵本の読み聞かせ 
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